
              

大学ホームページをサブリニューアルしました！

附属高校
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学校法人

今
回
記
念
す
べ
き「１００
号
」を

発
行
す
る
に
あ
た
り
、デ
ザ
イ
ン
等

を
刷
新
し
た
。
学
報
が
創
刊
さ
れ
た

の
は
、１９５８
年
８
月
。
当
時
の
名

称
は
前
身
の「
長
崎
造
船
短
大
学

報
」。
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
創
刊
号

に
は
、「
本
学
と
世
の
中
が
し
っ
か
り

と
結
び
つい
た
機
能
と
し
て
運
営
す

る
た
め
に
、そ
の
動
脈
と
し
て
学
報

を
発
刊
し
た
」と
そ
の
趣
旨
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
時
が
経
ち
形
は
変
わ

っ
て
も
、脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
き

た
学
報
制
作
に
関
わ
ら
れ
た
こ
れ
ま

で
の
先
人
の
思
い
を
今
後
も
継
承
し

て
い
き
た
い。

今
回
、附
属
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
が

全
国
選
手
権
で
新
た
な
歴
史
の
一
歩

を
刻
ん
だ
。
こ
の
学
園
で
、学
生
、

教
職
員
が
と
も
に
一
体
と
な
っ
て
新

た
な
時
を
刻
ん
で
い
け
る
機
会
を
今

も
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
日
々
感

謝
し
、学
報
が
そ
の
重
要
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、進
化

し
続
け
る
べ
き
努
力
を
怠
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
き
た
い。
(Ｔ
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大学・大学院

大学入試日程
2013（平成25）年度センター試験入試哭期とAO入試

入試日程
2013（平成25）年度一般入試[二次試験]

慎  燦益教授
海文堂　出版
「造船幾何学」

「船体線図」の幾何学的
な理解と設計方法を知
り、排水量等の諸計算結
果の図示について理解
できる内容。

ブライアン・バークガフニ教授
ブリル社（オランダ） 出版
「ホーム・リンガー商会～日本における
英国企業の興亡、1868年～1940年」

西日本における国際貿易と長
崎経済の大黒柱となった「ホ
ーム・リンガー商会」に関する
研究成果をまとめたもの。

�
�
�
�

一般入試
二次試験

出 願 期 間 3/15（金）～3/19（火）
試　験　日 3/20（水）
入試科目等 国・英（リスニングは無し）・数・個人面接
試　験　場 本　校
検　定　料 12,000円
合格発表日 3/20（水）

項目
制度

項目
制度

出願期間 受付中～3/14（木）
消印有効

試 験 日 随時　

入試科目等

試 験 場 原則として本学
検 定 料 30,000円

合格発表日 3/15（金）、3/22（金）

昨年１１月より大学ホーム
ページをサブリニューアル
しました。見やすいシン
プルなデザインになった
ホームページを是非ご活
用ください。

since 1942

センター試験利用入試
哭期

3/12（火）～3/25（月）
必着

13,000円

3/28（木）

４科目又は３科目（学科により異なる）
1.国語（国語）（国語のうち近代
以降の文章）
2.地理歴史・公民（世A世B、
日A、日B、地理A地理B、現代
社会、倫理、政治、経済、
「倫理、政治、経済」）
3.数学①（数I、数I・数A）
4.数学②（数II、数II・数B、工業数
理基礎、情報関係基礎）
5.理科（理科総合A、理科総合B、
物理I、化学I、生物I、地学I）
6.外国語（英、独、仏、中、韓）
※英語はリスニング含む

面接（個別）

志望理由書

出願時提出
600字～800字
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平成24年度卒業式・修了式 3/16（土）10時～
於：長崎総合科学大学グリーンヒルキャンパス体育館
平成25年度入学式 4/2（火）10時～
於：長崎総合科学大学グリーンヒルキャンパス体育館

平成24年度卒業式 3/1（金）10時～
於：長崎総合科学大学グリーンヒルキャンパス体育館
平成25年度入学式 4/8（月）13時30分～
於：長崎総合科学大学グリーンヒルキャンパス３号館６階大講義室

AO入試
AO特待生入試



学
校
法
人
創
立
70
周
年
、
附
属
高

等
学
校
創
立
50
周
年
を
記
念
し
、
昨

年
10
月
13
日（
土
）、長
崎
ブ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
(長
崎
市
茂
里
町
)に
お
い

て
、
記
念
式
典
な
ら
び
に
記
念
講
演

会
を
開
催
し
た
。

式
典
で
は
行
德
威
夫
理
事
長
が
、

「
こ
れ
か
ら
も
活
気
と
情
熱
、
そ
し

て
科
学
の
光
が
感
じ
ら
れ
る
、
地
域

に
開
か
れ
た
学
園
を
目
指
す
」
と
式

辞
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
田
中
眞
紀
子
文
部
科
学

大
臣
(代
読
：
森
晃
憲
私
学
行
政
課

長
)、
中
村
法
道
長
崎
県
知
事
(代

読
：
田
中
桂
之
助
副
知
事
)、田
上
富

久
長
崎
市
長
、
大
沼
淳
日
本
私
立
大

学
協
会
会
長
(代
読
：
小
出
秀
文
事

務
局
長
)、片
峰
茂
長
崎
大
学
長
が
祝

辞
を
述
べ
た
。

私
は
、
昨
年
11
月
、
本
学
創
立
70

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
、
行
德
前

理
事
長
の
後
を
受
け
、
理
事
長
に
就

任
し
ま
し
た
。
伝
統
あ
る
本
学
法
人

の
舵
取
り
を
委
ね
ら
れ
た
こ
と
は
、

光
栄
の
至
り
で
あ
り
、
そ
の
責
任
の

重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
長
年
に
わ
た

り
、
長
崎
県
の
行
政
や
教
育
・
文

化
、
地
域
経
済
の
振
興
、
中
小
企
業

の
支
援
な
ど
幅
広
い
分
野
の
仕
事

に
携
わ
り
、
県
民
生
活
の
向
上
に
心

血
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
立
大
学
の
経
営
に
直
接
か
か
わ

る
こ
と
は
初
め
て
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
や
知
識
を
最
大
限
生
か

し
な
が
ら
も
、
初
心
に
還
り
、
緊
張

感
を
も
っ
て
全
力
を
尽
く
す
決
意

で
あ
り
ま
す
。

本
学
は
、
西
洋
科
学
技
術
伝
来
の

地
で
あ
り
、
ま
た
、
近
代
産
業
揺
籃

の
地
で
あ
る
こ
の
長
崎
で
、
県
内
唯

一
の
理
工
系
私
立
大
学
と
し
て
、
日

本
の
も
の
づ
く
り
産
業
を
支
え
る

人
材
養
成
、
技
術
研
究
な
ど
の
分
野

で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。
２
万
人
近
い
卒
業
生
の
多
く

は
、
全
国
の
も
の
づ
く
り
の
最
前
線

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
本

学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
実
学
実

践
」（
も
の
づ
く
り
と
し
て
の
実
行

力
）、「
創
意
創
新
」（
独
創
的
な
新
技

術
の
開
発
）
の
理
念
が
、
卒
業
生
一

人
ひ
と
り
の
胸
に
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
い
る
の
で
す
。

日
本
の
も
の
づ
く
り
の
伝
統
が

危
ぶ
ま
れ
、
製
造
業
の
空
洞
化
が
懸

念
さ
れ
る
今
日
こ
そ
、
本
学
を
支
え

て
き
た
建
学
の
精
神
や
理
念
が
、
今

一
度
、
再
評
価
さ
れ
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
　

こ
れ
か
ら
も
、
本
学
は
、
21
世
紀

の
新
た
な
科
学
技
術
の
進
展
に
即

応
し
た
質
の
高
い
教
育
・
研
究
を

実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
経

済
や
も
の
づ
く
り
産
業
の
活
性
化

に
大
き
く
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
国
際
社
会
で
貢
献
で

き
る
人
材
を
育
成
し
続
け
る
こ
と

で
、「
長
崎
に
、
総
合
科
学
大
学
あ

り
」
と
称
さ
れ
る
、
存
在
感
あ
ふ
れ

る
大
学
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
本
学
は
、
東
長
崎
地
域
で

唯
一
の
大
学
で
あ
り
、
学
術
研
究
の

分
野
だ
け
で
な
く
、
教
育
・
文
化
・

産
業
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど

ま
ち
づ
く
り
全
体
の
推
進
役
を
担

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
本
学
を
中
心
に
産
官
学
・
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
「
東
長
崎
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
」

は
そ
の
柱
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、「
地
域
に
信
頼
さ

れ
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
大
学
」
だ

け
が
生
き
残
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

本
学
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
学
生
第

一
主
義
」
を
掲
げ
、
き
め
細
か
な
指

導
に
よ
る
基
礎
学
力
の
習
得
や
実

社
会
で
必
要
と
な
る
自
分
で
考
え

る
力
を
育
て
る
こ
と
に
力
を
注
い

で
き
ま
し
た
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
学
業
や

生
活
の
実
態
に
即
し
た
全
人
教
育

を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て

の
学
生
が
「
こ
の
大
学
に
入
学
し
て

よ
か
っ
た
」
と
実
感
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
大
学
を
め
ざ
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
教
員
・
事
務
職

員
・
法
人
役
員
の
一
人
ひ
と
り
が
、

本
学
の
現
状
を
直
視
し
、
課
題
解
決

の
た
め
に
一
致
結
束
し
て
知
恵
と

力
を
出
し
合
う
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
私
も
、
全
身
全
霊
を
注
い
で
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
指
導

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理 事 長    立 石   曉（前副理事長）　
常務理事　 池 上 国 広
理    事 坂 井 俊 之　
特別顧問　 行 德 威 夫（前理事長）

役員の変更について（平成24年11月11日付）【就任のみ掲載】

■略歴
長崎県出身64歳。
昭和46年３月 九州大学法学部卒業
昭和46年４月 長崎県職員

教育庁財務課長、教育庁総務課長、
企画部企画課長、企画部次長、
政策調整局長を歴任。

平成16年４月 教育委員会教育長
平成18年４月 長崎県副知事
平成21年４月 長崎県信用保証協会会長
平成24年６月 学校法人長崎総合科学大学 理事

学校法人長崎総合科学大学 評議員
学校法人長崎総合科学大学 副理事長

平成24年11月 学校法人長崎総合科学大学 理事長就任

記念式典で式辞を述べる行德威夫理事長

杉田亮毅氏(前日本経済新聞社会長、日本経済研究
センター代表理事・会長)   による記念講演

立
石
曉

新
理
事
長

就
任
挨
拶

学
校
法
人
長
崎
総
合
科
学
大
学
創
立
70
周
年
、
附
属
高
等
学
校
創
立
50
周
年

記
念
行
事
を
盛
大
に
開
催

学校法人 70 周年記念行事開催当日は、電気電子工学科の創立 50 周年記念式
典・記念講演会も長崎国際ホテル日昇館(長崎市西坂町)で開催された。

電気電子工学科
創立 50周年記念式典・記念講演会及び記念同窓会
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田
中
文
部
科
学
大
臣
は
、「
今
後

と
も
優
れ
た
人
材
の
育
成
と
地
域

活
性
化
・
地
域
支
援
の
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
一
層
充
実
さ
せ
て
ほ

し
い
」
と
期
待
を
述
べ
た
。

記
念
講
演
会
で
は
、
日
本
経
済
研

究
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
・
会
長
(前

日
本
経
済
新
聞
社
会
長
)の
杉
田
亮

毅
氏
が
「
21
世
紀
に
ニ
ッ
ポ
ン
が
勝

ち
進
む
た
め
の
人
材
育
成
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。
杉
田
氏
は
「
21
世
紀

に
日
本
が
勝
ち
進
む
た
め
に
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
人
間
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
人
間
の
育
成
が
必
要
で
あ
り
、
最

後
ま
で
粘
り
強
く
努
力
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。

学
校
法
人
長
崎
総
合
科
学
大
学

は
、
１
９
４
２
年
財
団
法
人
川
南
高

等
造
船
学
校
と
し
て
設
立
認
可
。
現

在
は
、
創
立
以
来
の
伝
統
を
誇
る
船
舶
工
学
科

の
あ
る
工
学
部
、情
報
学
部
、環
境
・
建
築
学
部

の
３
学
部
７
学
科
、
大
学
院
・
別
科
な
ど
を
有

す
る
長
崎
総
合
科
学
大
学
と
同
大
学
附
属
高
等

学
校
を
設
置
し
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境

分
野
な
ど
の
産
官
学
連
携
事
業
や
も
の
づ
く
り

分
野
で
の
人
材
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

祝賀会で挨拶する貴島勝郎学長

津軽三味線を演奏する本学学生・村尾亜耶さん（左）

基調講演　池田雅博　電気電子工学科教授（右下）
講演　松枝隆幸  氏（松栄エレクトロ（株）代表取締役、電気工学科昭和45年卒）（右上）



5

第９１回全国高等学校サッカー選手権大会(12 /30～
1/19 首都圏各会場)に初出場した、本学附属高校サッカ
ー部。1回戦、2回戦と見事に勝利し、今大会初出場チー
ムの中で唯一ベスト16まで進出する活躍を見せた。
多大なご支援をいただき、誠にありがとうございました。

vs 常葉学園橘　０－０(PK５－４)
12月31日／フクダ電子アリーナ(千葉県)
GK田中選手が好セーブ連発！
劇的PK戦を制し、全国で堂々の初白星！！

手に汗握る白熱したPK
戦は、GK田中選手(グリ
ーンのユニフォーム)の好
セーブで決着！

本学ならびに本学附属高校出身
の俳優金子昇さんも応援に駆け
つけてくださいました！

チームの支柱となって活
躍した前川主将(右)と吉
岡選手(左)

長崎県高校新人大会で
３連覇を達成！！

大学創立７０周年、附属高校５０周年の記念すべき年に
第９１回全国高校サッカー選手権大会に出場できたこと
は、大変喜ばしく誇りに思います。そして、この大会に出
場するにあたり、皆様方の温かいご声援とご支援、お心遣いを頂き、『我々は
周囲の方々に支えられている。』と改めて実感致しました。皆様方のお力添
えのお陰だと心から感謝申し上げます。ありがとうございました。
さて、この選手権を終えて結果はベスト１６。この選手権での私の収穫、それ

は『発見』です。指導者としての未熟さ、甘さが『発見』できました。今後はこの
反省と経験を活かしながら選手たちとともに成長していきたいと思います。
また、この選手権は特別な憧れの大会といっても過言ではありません。な

ぜならば選手権とは、選手も指導者もそしてチームを短期間に成長させ、感
動と新たな夢を与えてくれる大会（場）だからです。
≪サッカーは子供を大人にし、大人を紳士にする。≫
この言葉のように、サッカーを通じて人間力を高め、そして
人間力豊かな大学、高校を目指しながら、ともに歩み、成
長していきたいと強く感じた大会であり、再び選手権に出
場し夢をつかみ取りに行きたいと思います。
最後に、日頃よりご声援いただいて本当にありがとうご
ざいます。皆さんのご声援を励みに前進していきます。

今回、母校の選手権出場を実際に応援に行くことが出来、本
当に感動しました。
会場では保護者の方々や、地域の方 、々メンバーに入れなか

った高校生、OBの方々などたくさんの人が応援し、その中には俳優の金子昇さん
の姿もありました。応援をしていた中で、応援に駆け付けた方々が試合にのめり
込んで応援をしていたことや、PK戦の時、涙ぐみながら応援していたことが印象に
残っています。
今大会の結果は、ベスト16で敗退してしまいました。でもこれで終わりではありませ

ん。3年生の皆さんは、これからの自分の進路に向けて新たなスタートをきりました。
サッカーを続ける生徒もいれば、今大会で最後だった生徒もいると思います。どの道
に進んでも高校3年間で学んだことは、この先きっと役に立つものばかりだと思いま
す。そのことを胸にこれからも頑張っていってください。１、２年生は、新人戦もありさっ
そく新チームでの公式戦があります。先輩たちに負けないように頑張ってください。
今回の応援や後輩の活躍を見て、とてもいい刺激になりました。大学サッカー部も

まず九州リーグ参入という目標に
向かってこれからもっと努力しなけ
ればいけないと再確認させられま
した。自分にとっても大変良い収
穫になった観戦となりました。

2年前の附属高校サッカー部主将で現在
大学サッカー部に所属する
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vs 東海大仰星　０－１
1月3日／駒澤陸上競技場(東京都)
ボール支配に苦しみペース掴めず惜敗！
東選手の豪快シュートもポストに阻まれ涙
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◇熱き戦いを終えて

年末年始にかけて第91回全国高校サッカー
選手権大会に出場しました。初戦は常葉学園
橘（静岡）にPK戦の末勝利することができ、続く

2回戦も香川西（香川）に4-1で勝つことができました。
しかし3回戦で東海大仰星（大阪）に敗れ、ベスト16という結果に

なりました。
結果は本当に残念で悔しい思いもありますが、ここまで3年間頑

張ってきたことが無駄ではなかったと確信することができました。
そしてこのメンバーと永くプレーができて本当に幸せでした。3年

生はこの大会を機に引退という形になりますが、この3年間で得た
ものを次のステップで活かしていきたいと思います。

最後になりました
が、この度は学校関
係者の方をはじめ地
域の方々など、たくさ
んのご支援とご協力
を本当にありがとう
ございました。

附属高校サッカー部　監督

定方　敏和 教諭

附属高校サッカー部　主将　

前川　聖也 さん

身長166センチと大
会最小GKながら、的
確な判断力と反応の
速さで相手の後半の
猛攻を阻止した。
PK戦も2度の好セ
ーブと守護神の活躍
が歴史的勝利を呼
び込んだ！

◇観戦記
本多　雄一 さん

附属高校サッカー部1年生の
MF安藤翼選手が日本サッカー協会よりU-17(17
歳以下)日本代表候補のトレーニングキャンプメ
ンバーに選出された。安藤選手は、得点感覚に優れるアタッカ
ーで、選手権大会でも優れた技術力でチームの勝利に貢献。特
に2回戦で決めたゴールは、約20メートルの距離からのミドル
を相手ゴールへ突き刺し強烈なインパクトを残した。

サッカーの長崎県高校新人大会の
決勝戦が１月27日、島原市営陸上競技
場で実施され、本学附属高校が長崎
南山高校に1－0で競り勝ち、3年連続
3度目の優勝を飾った。今大会は新
チームが始動して間もない中、見事3
連覇の快挙を成し遂げた。

安藤  翼  選手　
U-17日本代表候補に
選出される

トップ下の堀選手は、この日2ゴ
ールの大活躍！最終ラインの裏に抜け出して左足
から放った先制ゴールはチームを勢いづけた。

関連 TOPICS

1点リードされた後半に投入された長身FW
は、前線のターゲットとなり、迫力あるプレー
で何度も相手ゴールに迫った。
試合終了間際に放った豪快なシュートは、
惜しくもポストに阻まれた。

後半終了間際にも何度も
チャンスを作り攻め続け
たがゴールが遠かった。
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GK 田中祐昌 選手
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FW 堀晃一朗 選手

vs 香川西　４－１
1月2日／市原臨海競技場(千葉県)
強風を味方につけ個性豊かな攻撃陣が躍動！
堀選手が２ゴールの活躍 ４得点で快勝！！
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FW 東  俊宏 選手



人
生
も
サッ
カ
ー
も
リ
ー
グ
戦
で
、「負
け
て
も
次

の
試
合
が
あ
る
じ
ゃない
か
」と
。
常
に
連
戦
連
敗
し

た
ら
良
く
ない
で
す
け
ど
ね
(笑
)。そ
うい
う
意
味
で

も
チャン
ス
は
残
し
て
お
い
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い。こ
の
選
手
は
こ
うい
う
光
る
も
の
が
あ
る
。今
は

下
手
で
も
、こ
の
選
手
は
ま
じ
め
だ
か
ら
粘
り
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
か
と
か
、可
能
性
を
探
し
出
し
て
あ
げ

る
。本
人
に
も
そ
れ
を
き
っ
ち
り
伝
え
て
あ
げ
る
。

「こ
ん
な
、良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
よ
」と
。ま
た
、

あ
る
時
は
何
が一番
自
分
で
得
意
と
思
う
か、長
所
と

思
う
か
を
本
人
に
問
い
か
け
て
、「あ
な
た
の
自
己
評

価
は
正
し
い
よ
。私
も
そ
う
思
う
よ
」と
伝
え
ま
す。

認
め
て
あ
げ
て
、「あ
な
た
が
持
った
最
高
の
財
産
な

の
だ
か
ら
、と
こ
と
ん
活
か
し
な
さ
い
」と
。日
頃
か

ら
一人
ひ
と
り
と
じ
っ
く
り
向
き
合
い
観
察
し
て
あ

げ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す。

総
監
督
は
大
学
の
教
員
と
し
て
だ
け
で
は
な
く

高
校
生
の
指
導
も
徹
底
的
に
な
さ
れ
て
い
て
本

当
に
驚
か
さ
れ
ま
す

そ
れ
が、私
が
大
学
教
員
と
い
う
立
場
で
も
あ
る
の

で
、今
回
は
選
手
達
の
普
段
の
身
だ
し
な
み
や
生
活

態
度
ま
で
観
察
で
き
ず、徹
底
で
き
てい
な
かった
反

省
点
が
あ
る
の
で
す。身
だ
し
な
み
や
学
校

の
決
ま
り
ご
と
な
ど
、普
段
の
生
活
態

度
が
き
ち
っ
と
出
来
る
よ
う
に
な
れ

ば
、試
合
で
競
り
合
い
に
強
く
な
る
。

経
験
か
ら
言
え
ば
、シーソ
ー
ゲ
ー
ム
で
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
ず
に
、負
け
て
い
て
も
勝
つ
確
率
が
高
い。
だ

か
ら
こ
こ
を
さ
ら
に
き
っ
ち
り
と
出
来
る

よ
う
に
な
れ
ば
、全
国
制
覇
も
狙
え
る

よ
う
に
な
る
。

講
演
な
ん
か
す
る
と「
何
を
やった
ら
日
本
一に
近

づ
け
る
の
で
す
か
」と
よ
く
聞
か
れ
る
の
で
す
が
、そ

ん
な
方
法
が
あった
ら
、私
が
借
金
し
て
で
も
買
い
た

い
ぐ
らい
で
す。コ
ツコ
ツ
やって
、地
道
な
努
力
が
大

切
。私
も
日
本
一に
な
る
ま
で
20
年
か
か
り
ま
し
た
。

決
し
て
特
効
薬
を
求
め
て
は
な
ら
な
い。仮
に
簡
単

に
優
勝
で
き
た
と
し
て
も
、そ
の
指
導
者
は
単
発
の

優
勝
し
か
出
来
な
い。複
数
回
の
優
勝
は
出
来
な
い

の
で
す。

総
監
督
に
は
、選
手
だ
け
で
な
く
、指
導
者
の
育

成
と
い
う
の
が
ひ
と
つ
の
大
き
な
目
的
と
し
て

あ
る
と
思
い
ま
す
が

本
学
附
属
高
校
の
指
導
者
の
み
な
ら
ず、長
崎
県

内
は
も
と
よ
り
、全
国
に
行
って
も
、熱
心
に
訪
ね
て

来
ら
れ
る
他
校
の
指
導
者
も
お
ら
れ
ま
す。「こ
れ

は
、も
し
か
し
た
ら
日
本
一に
な
れ
る」と
い
う
若
手

指
導
者
もい
ま
す。

実
は
、選
手
権
大
会
が
終
わって
か
ら
、選
手
に
現

在
の
指
導
に
つい
て
ど
う
思
って
い
る
か
を
問
い
か

け
、個
々
の
指
導
力
を
高
め
て
上
げ
た
い
と
い
う
思
い

も
込
め
て
、２
、３
年
生
の
選
手
に
よ
る
指
導
者
評
価

を
抜
き
打
ち
で
実
施
し
ま
し
た
。評
価
結
果
を
見
て

も
、「
選
手
達
は
指
導
者
の
こ
と
を
実
に

よ
く
見
て
い
る」 と
本
当
に
感
心
し
ま
し
た
。

私
の
各
指
導
者
への
評
価
と
よ
く
共
通
し
て
い
ま

す
(笑
)。こ
の
結
果
を
各
指
導
者
に
フィ
ー
ド
バッ
ク

し
、良
い
指
導
を
し
て
も

ら
え
る
こ
と
で
、良
い
選

手
に
な
れ
る
と
い
う
サイ

ク
ル
を
、評
価
を
す
る
選

手
と
、評
価
さ
れ
る
指
導

者
と
、一緒
に
構
築
し
てい

き
た
い
と
考
え
てい
ま
す。

何
の
分
野
に
お
い
て

も
、良
い
指
導
者
は
、

レ
ベル
に
応
じ
た

わ
か
り
や
す
い
こ

と
ば
で
、指
導
が

で
き
る
。う
わ
べ
だ
け

の
指
導
者
に
限って
難
しい
横
文
字
ば
か
り
並
べた
り

す
る
の
で
す。指
導
者
が
そ
の
レベル
に
上
手
く
合
わ

せ
た
指
導
が
出
来
る
か
が
重
要
で
す。

総
監
督
の
モッ
ト
ー
と
し
て
、「
熱
」「動
」「生
涯

チャレ
ン
ジ
」と
い
う
こ
と
ば
を
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す。総
監
督
を
そ
こ
ま
で
奮
い
立
た
せ
情
熱

を
燃
や
し
続
け
る
、源
や
根
底
と
な
る
も
の
は

何
な
の
で
し
ょ
う
か。ま
た
、今
後
の
総
監
督
の

目
標
を
お
聞
か
せ
く
だ
さい

こ
れ
ま
で
の
目
標
を
振
り
返
って
み
る
と
、①「
世

界
に
通
用
す
る
日
本
を
代
表
す
る
J
リ
ー
ガ
ー
を
育

て
た
い
」。そ
し
て
、②「
日
本
一を
目
指
す
よ
う
な
チ

ー
ム
を
作
り
た
い
」。日
本
一を
経
験
す
る
こ
と
に
よ

って
選
手
達
は
人
生
に
お
い
て
自
信
につ
な
が
り
ま

す
か
ら
。も
う
ひ
と
つ
は
、③「
教
え
た
生
徒
が
指
導

者
と
し
て
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
人
材
を
育
て
た
い
」と

い
う
こ
の
３つ
が
私
の
指
導
者
と
し
て
の
目
標
で
す。

私
の
場
合
、こ
の
目
標
が
あ
る
の
で
、生
涯
チャレ
ン

ジ
で
、後
継
者
が
出
来
る
ま
で
は
や
り
た
い。

そ
し
て
、元
気
な
限
り
、教
育
者
と
し
て
も
生
徒
を

育
て
る
の
が
私
の
仕
事
で
す
の
で
、こ
の
世
に
生
ま

れ
て
き
た
限
り
、そ
ん
な
選
手
が
そ
ん
な
人
間
が
一人

で
も
育
って
いって
く
れ
る
、と
い
う
の
は
、と
て
も
幸

せ
だ
し
、恩
返
し
だ
と
思
う
の
で
す。
だ
か
ら
出
来
る

限
り
の
こ
と
は
や
り
た
い。いつ
ま
で
や
れ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が、全
力
投
球
で
、生
涯
チャレ
ン
ジ
で
やっ

てい
き
た
い
で
す
ね
。

最
後
に
、本
学
の
学
生
や
生
徒
に
対
し
て
改
め

て
伝
え
た
いメッ
セ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
お
願
い
し

ま
す私

は「生
徒
、学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、常

に
チャレ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
」 と
願
って
い

ま
す。私
が
島
原
商
業
で
日
本
一を
目
指
す
と
言
った

時
、周
り
か
ら
馬
鹿
み
た
い
だ
と
笑
わ
れ
ま
し
た
。当

時
は
、九
州
の
サッ
カ
ー
は
ま
だ
ま
だ
弱
かった
の
で
。

人
間
と
い
う
の
は
、ど
ん
な
地
方
で
あ
ろ
う
と
や
る

気
に
な
れ
ば
、や
れ
る
の
で
す。私
は
人
生
で
自
分
で

身
を
持
って
そ
れ
を
やって
き
た
。生
涯
は
チャレ
ン

ジ
の
連
続
で
す。チャレ
ン
ジ
精
神
さ
え
持
って
い
れ

ば
、人
間
も
進
歩
し
ま
す
し
、チ
ー
ム
も
学
校
も
、そ
し

て
地
域
も
活
性
化
で
き
ま
す。

す
で
に
新
チ
ー
ム
で
の
戦
い
が
は
じ
まって
い

ま
す
が
、今
後
も
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て

お
り
ま
す。

名
将
 小
嶺
忠
敏
総
監
督
に
とって
全

国
大
会
通
算
１０２
回
目
の
出
場
と
な

っ
た
今
大
会
。だ
が
、そ
れ
は
あ
く
ま

で「
プロロー
グ」に
過
ぎ
ない。そ
の
熱
い

眼
差
し
が
見
つ
め
る
先
に
期
待
を
抱
く
の
は
、私
た

ち
だ
け
で
は
ない
は
ず。エ
ピ
ロー
グ
の
気
配
す
ら
感

じ
な
い「生
涯
チャレ
ン
ジ
」の
精
神
を
目
の
当
た
り
に

し
、そ
の
姿
勢
に
改
め
て
敬
服
す
る
イン
タ
ビュー
と

なった
。

(聞
き
手：広
報
担
当
　
田
中、伊
藤
)

今
回
の
全
国
大
会
出
場
に
際
し
、感
動
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
大
会
を
振
り
返っ

て
の
感
想
、ま
た
今
回
の
ベス
ト
16
と
い
う
成
績

について
は
ど
う
評
価
さ
れ
てい
ま
す
か

「も
う
１つ
ぐ
ら
い
は
勝
た
せ
て
や
り

た
かった
。」と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
す。

選
手
達
に
申
し
訳
な
か
った
な
と
。少
し
手
綱
を
緩

め
す
ぎ
た
か
な
あ
と
。

選
手
達
は
初
出
場
で
緊
張
し
て
い
た
の
で
、最
初

は
リ
ラッ
ク
ス
さ
せ
て
選
手
達
が
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
、普
段
の
練
習
か
ら
リ
ラッ
ク
ス
ム
ー
ド
を
意

識
し
て
環
境
作
り
に
徹
し
ま
し
た
が
、２
回
勝
利
し

て
、特
に２
戦
目
で
４
対
１
の
大
差
で
勝
利
し
た
こ
と

で
、３
回
戦
に
臨
む
に
あ
た
り
、ち
ょっと
し
た
気
の
緩

み
が
あ
った
。そ
こ
で
手
綱
を
ビ
シッ
と
締
め
る
べき

だった
と
反
省
し
てい
ま
す。

本
番
前
に
ど
うい
う
ア
ドバイ
ス
を
さ
れ
、選
手

を
リ
ラック
ス
さ
せ
た
の
で
す
か

ア
ド
バ
イ
ス
と
い
う
よ
り
、瞬
間
的
な
ひ
ら
め
き
で

やってい
ま
す。あ
ら
ゆ
る
場
面
で
常
に
選
手
達
を
観

察
し
、リ
ラッ
ク
ス
や
気
を
引
き
締
め
る
た
め
に
は
何

を
話
し
、何
を
さ
せ
る
べき
か
を
、そ
の
場
そ
の
場
で

判
断
し
て
、今
重
要
な
こ
と
は
何
か
を
自
分
の
頭
の
中

で
最
適
な
選
択
を
し
ま
す。前
も
って
準
備
し
た
考

え
も
あ
る
程
度
は
あ
り
ま
す
が
、ほ
と
ん
ど
が
瞬
間

的
な
判
断
で
す。

そ
れ
は
や
は
り
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
な

の
で
し
ょ
う
か

経
験
で
し
ょ
う
ね
。自
分
自
身
で
や
って
き
た
も

の
。他
の
経
験
豊
富
な
先
生
方
の
や
り
方
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が。指
導
者
と
い
う
の
は
、人
の
も
の
ま
ね
で

は
駄
目
な
の
で
す。
選
手
も
個
性
が
必
要
な

ら
ば
、指
導
者
も
自
分
独
自
の
個
性
が

必
要
 な
の
で
す。

指
導
者
と
い
う
の

は
、つい
人
の
や
り
方

を
見
よ
う
見
ま
ね
で

や
り
が
ち
で
す
が
、

そ
の
指
導
者
の
持
ち

味
を
生
か
し
つつ、人

間
性
も
加
味
し
た
そ

の
指
導
者
独
自
の
方

策
や
方
式
を
作
り
出

さ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。

大
会
を
通
じ
て
、選
手
達
が
確
実
に
成
長
し
てい

る
と
感
じ
ま
し
た
。総
監
督
の
指
導
方
針
と
し

て
、特
に「
個
の々レベル
に
応
じ
た
指
導」「長
所

を
伸
ば
す、引
き
出
す
指
導」が
特
徴
だ
と
思
い

ま
す
が、そ
う
し
た
人
材
育
成
術
は
ど
の
よ
う
な

経
験
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
な
の
で
す
か

20
代
か
ら
世
界
中
を
回
り
、ＦＩ
ＦＡ
国
際
連
盟
の

指
導
者
研
修
に
も
何
カ
月
も
参
加
し
、世
界
のコ
ー
チ

ン
グ
スクー
ル
な
ど
にも
通
い、世
界
の
サッカ
ー
を
ず

っと
見
て
き
ま
し
た
。試
合
観
戦
に
行った
方
は
た
く

さ
ん
い
る
で
し
ょ
う
が、高
校
の
指
導
者
で
そ
こ
ま
で

やって
き
た
と
い
う
の
は
、他
に
は
負
け
な
い
と
い
う

自
信
が
あ
り
ま
す。そ
の
中
で
、い
ろい
ろ
な
方
法
を

勉
強
しつつ、自
分
独
自
の
方
法
を
構
築
し
ま
し
た
。

だ
か
ら
、選
手
達
も
同
じ
で
す。私
が
いつ
も
使
う

言
葉
に「分
析
力
」が
あ
り
ま
す。そ
の
選
手
の
長

所
は
何
な
の
か
、短
所
は
何
な
の
か。
人
間
、万

能
とい
う
の
は
絶
対
に
ない
 の
で
す。い
た

ら
そ
れ
は
神
様
で
す
よ
。

今
大
会
も
、吉
岡
選
手
や
ゴ
ー
ル
キ
ーパー
の
田

中
選
手
な
ど
、小
柄
な
選
手
が
、チ
ー
ム
の
中
心

と
し
て
大
活
躍
し
ま
し
た
ね
。

選
手
や
チ
ー
ム
の
長
所
を
と
こ
と
ん
活
か
し
て
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ない
と
い
う
気
持
ち
で
やってい
ま

す。ついつい
指
導
者
は
選
手
の
目
先
の

失
敗
を
と
が
め
てし
ま
う
傾
向
が
あ
り

ま
す。選
手
の
個
性
を
理
解
す
る
た
め

に
、選
手
と
向
き
合い
じっく
り
話
す
こ

と
が
大
事
で
す。選
手
と
私
自
身
と
の
出
会
い

を
大
切
に
し
、選
手
に
も
出
会
い
の
大
切
さ
を
話
し
て

い
ま
す。
常
に
選
手
達
と
心
中
す
る
覚
悟
で
やってい

ま
す。口
先
だ
け
の
指
導
者
で
は
駄
目
な
の
で
す。

私
は
選
手
に
いつ
も「人
生
はリ
ー
グ
戦
だ
」

と
言
ってい
ま
す。ト
ー
ナメ
ン
ト
で
は
ない。

若
い
時
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。家
庭
環
境
の
問
題
も
あ

る
し
、実
際
、私
自
身
も
母
子
家
庭
で
生
ま
れ
て
昔
は

と
に
か
く
いい
加
減
な
人
間
だった
。し
か
し
、中
学、

高
校
、大
学
の
恩
師
と
出
会って
、人
生
が
変
わった
の

で
す。人
生
に
は
立
ち
直
る
チャン
ス
が

あ
る
 の
で
す。

そ
れ
と
同
じ
で
、サッ
カ
ー
も
失
敗
が
いっぱ
い
あ

り
ま
す。失
敗
し
た
か
ら
次
か
ら
試
合
に
出
さ
ない
で

は
、そ
の
選
手
は
潰
れ
て
し
ま
う。何
回
失
敗
し
て
も

ま
た
チャン
ス
を
与
え
て
、高
校
３
年
間
で
急
に
伸
び

た
選
手
も
い
る
の
で
す。
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
言

わ
れ
て
い
た
選
手
が
伸
び
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。す
ぐ

駄
目
だ
と
見
捨
て
ず
に
、じ
っ
く
り
と
見
て
い
け
ば
、

やっぱ
り
そ
の
選
手
に
は
選
手
な
り
の
持
ち
味
が
あ

る
の
で
す
よ
。

小　嶺　　忠　敏
TADATOSHI KOMINE
島原商業、国見高校監督時代にサッカー
部を17回日本一に導いた、高校サッカー
界の名将。全国大会 （高校総体・国体・高
校選手権・全日本ユース）出場102回、優
勝17回。元日本サッカー協会日本ユース
代表 （Ｕ－19） 総監督・日本ユース代表
（U－17） 監督も経験。本学附属高校を本
格的に指導して2年弱で、長崎県内の強豪
校に育て上げ、今期、附属高校サッカー部
を全国の舞台に三度(インターハイ、天皇
杯、選手権)導いた。その人材育成術と手
腕は、サッカー界のみならず各界から注
目を集めている。

全
国
大
会
の
ベ
ン
チ
で
も
若
手

スタッフ
陣
ととも
に
戦
術
を
確

認
する
。

大
会
で
は
初
戦
の
開
始
前
、笑
顔
で
選
手
を
リ
ラッ
ク
ス
さ
せ
る

試
合
中、ベン
チ
で
ひ
と
り
立
った
ま
ま
、

真
剣
な
表
情
で
戦
況
を
見
つ
め
る
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附属高校サッカー部

小嶺　忠敏 総監督
（兼大学サッカー部総監督）
情報学部経営情報学科教授

附属高校サッカー部を今回「全国高校サッカー選手権大会」の舞台に導き、初出場ながらベスト１６に進出した
小嶺忠敏総監督に大会を振り返っての感想や類まれなる人材育成術について、独占インタビューを実施した。

全国大会出場 102回目のプロローグ
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建築学科の学生がデザインしたリフォーム
プランが実現化される

環境・建築学部建築学科3年生の松山莉加さん

がデザインしたリフォームプランが実現化された。

これは長崎市の不動産業 株式会社ABCから

の提案により、賃貸住宅を大学生の創造性を活か

したデザインでリフォームし、新たなライフスタイル

の提案を長崎で実現しようとするもので、今回は、

長崎市内にあるワンルームマンションの一室のリフ

ォームについて、学生10名の提案の中から、松山さ

んのプランが採用されリフォームが行われた。

完成した物件は、部屋の中央までせり出したベッドを兼ねる収納棚が

特徴で、携帯電話や小物

を置くテーブルや衣類の

収納を工夫している。室

内装飾も松山さんのデザ

イン。

松山さんは「こんなに

きれいになるとは思わな

かった」と完成した部屋

を見て感慨深げだった。

ヨット部、新極真空手部の活躍に対して
「学生報奨金」を授与

学生報奨金の授与式が実施され、ヨット部の古賀　理さん(工学部

機械工学科2年生)と森本貴宏さん(工学部船舶工学科1年生)、新極真

空手部の岡田修一さん(工学部船舶工学科4年生)が表彰された。

ヨット部の古賀さんと森本さんは2012年度九州学生ヨット個人選

手権大会のスナイプクラスで2位、新極真空手部の岡田さんは第29

回オープントーナメント長崎県空手道選手権大会一般の部で優勝した

功績を称えるもの。

本学ではクラブ活動等で優秀な成績を修めた学生に対し、大学や

後援会がその功績を称え、表彰を行っている。

「ETロボコン2012九州地区大会」に出
場。競技部門で第１位の快走を披露

知能情報学科の学生が「ながさきユニバーサル
デザインアイデアコンクール」で
優秀賞と奨励賞を受賞

昨年12月、誰もが暮らしやすい社会

を目指して毎年実施されている「なが

さきユニバーサルデザインアイデアコ

ンクール」の平成24年度の一般部門に

おいて、278点の応募作品の中から情

報学部知能情報学科3年生の吉田俊樹

さんが優秀賞、辻山眞弓さんが奨励賞

を受賞した。

吉田さんの作品名は「テープカッタ

ー台　もうスリません。」、辻山さんの

作品名は「はさみまる」。吉田さんはア

ルバイト等での経験からテープカッタ

ー台で手指を切った痛い体験から生まれたアイデアをもとに、ユニバーサ

ルデザインとしても役立つのではないかと考案したもの。

優秀賞を受賞した吉田さんは、「こうしたコンクールは自分が考えたデザ

インやアイデアに対して評価や反応をいただける場であり、将来就職して

からも、常に利用する人の立場や相手の立場を考えながらやっていきた

い。」と話してくれた。

本学主催の合同企業面談会が
開催される

－3年生の就職活動が解禁！学生の就職戦線を大学も全力で支援－
学生の就職支援を目的に平成26年3月卒業予定者(現3年生)を

主対象とした長崎総合科学大学主催の合同企業面談会が12月20

日、ホテルニュー長崎にて開催された。

今年で13年目となる今回は、全国から九州圏外の企業40社が参

加。学生も3年生を中心に180名の参加があった。各ブースでは、採

用担当者が業務内容や採用計画について資料や映像を示しながら

説明し、学生は真剣な表情で面談に臨みメモを取りながら話を聞い

ていた。また本学卒業生の採用担当者も多く、本学4年生の内定者

が企業側として参加しているブースも見られた。

会場では、学長をはじめ教員も多数出席し、企業との情報交換に積

極的にブース

を訪ねていた。

2月15日に

も九州圏内企

業約40社を招

き同様の面談

会を開催した。

機能的でおしゃれな収納棚
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本学大学院新技術創成研究所では、文部科学省 大学発グリー
ンイノベーション創出事業「緑の知の拠点」の3年間の事業が採択
されており、2年目となる今年度までの成果報告会を2月16日に
ベストウェスタンプレミアホテル長崎で開催した。
特別講演・招待講演に続いて行われた報告会では、これまで2

年間の進捗状況について、「バイオマス発電」「潮流発電」「高性能
リチウム電池」「モデル化」の各グループ別の報告が行われた。
本学は、環境エネルギー技術に関する研究成果を基盤に、「東

長崎エコタウン構想」を掲げ、2009 年「東長崎エコタウン研究
会」を発足させ、名称を「地域連携研究会」に発展的に改称し、議
論を積み重ねてきた。その後、この構想のもとに、環境に優しい
未来型都市づくりの第一歩として、東長崎エコタウン協議会を発
足した。今後、次世代のエネルギー源を提案するとともに、電力
消費を減らす「自立型のスマートグリッド」を提案していく予定。

谷川建設との共同研究 
スマートハウス「ENEハウス」
キャンパス内で建設が進む

東長崎エコタウン構想に関連して、2月14日には学内シーサ
イドキャンパスに谷川建設との共同研究に向けて建設中のス
マートハウス「ENEハウス」の上棟式が行われた。主に太陽光
を中心とした自然エネルギーを最大限活かしつつ、先進機器
に頼らず、自然の力を限りなく有効活用する木造住宅である。
建物は長崎県内産の
木材を中心とした
25.24坪の平屋で、3
月末以降に完成予
定。今後の研究・実証
の成果に期待がかか
る。

Nagasaki Institute of Applied Science

文部科学省「緑の知の拠点事業」の
成果報告会を開催

デザインした松山さん

受賞した吉田さんと辻山さん

経営情報学科のホームカミングデーを開催

情報学部経営情報学科のホームカミングデーが、11月3日の学園祭「造

大祭」期間中に開催され、卒業生を中心に在学生、教職員が参加し、8号館

でパーティーを開いた。

これは、2009年卒業の岡野紗季さんが、呼びかけ実現したもの。今回

は2008年～2010年の卒業生を中心に35名が参加。卒業生は久しぶりの
再会に料理を囲んで、それぞれが情報を交換し、楽しく談笑。楽しい時間

を過ごした。

学園祭｢造大祭｣を開催しました

11月3日・4日の2日間、学園祭「第49回造大祭」と「第7回シーサイドフェス

ティバル」を同時開催した。

当日は、学生が運営する模擬店をはじめ、イケメンコンテスト、女装コンテス

ト、早食い大会、ビンゴ大会、音楽系サークルの

学生ライブ、各学科やサークルによる展示など

が実施され、たくさんの来場者で賑わった。

2日目は午後からあいにく雨に見舞われた

が、スペシャルゲストとして、お笑い芸人のＣＯ

ＷＣＯＷさんと長崎亭キヨちゃんぽんさんの

お笑いライブが開催され、会場の体育館は、

大勢の人で埋め尽くされ、人気お笑い芸人の

登場に歓声が鳴り止まない盛況ぶりだった。

ソフトウェアの制御技術を競う「ETロボコン2012九州地区大会」

が9月1日・2日、福岡市の九州産業大学内で開催され、情報学部知能

情報学科の学生チーム「NiASET」(顧問：下島真教授、代表：小川孝幸

さん)が出場し、ロボットの走行タイムを競う“競技部門”で、NiASET

は、企業や大学の強豪チームを押さえ堂々の第１位となった。

代表の小川孝幸さん（3

年生）は「アクシデントな

く実力を発揮できた。前

半にスピードを抑えて安

全に走らせたことが良か

った」とレースを振り返っ

た。 女装コンテストで優勝した
小串さん・阿南さんペア

建設中の「ENE ハウス」

完成予想図(谷川建設提供)
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�祝 学校法人長崎総合科学大学創立70周年、
附属高等学校創立50周年 【関連記事2頁】

学校法人創立70周年、附属高等学校創立50周年
を記念し、昨年10月13日（土）、長崎ブリックホール
(長崎市茂里町)において、記念式典ならびに記念講
演会を開催した。
また、「学校法人70周年記念誌」「附属高校創立

50周年記念誌」も発行した。

1011

□キャリアカウンセラー資格を取得された動機や背景を教えてください

私がキャリアセンターに所属していた時も色々な学生が訪れていま
した。自分で進むべき道を決めて『就活』のアドバイスを受けに来る学
生もいれば、それが定まらず不安を抱えて訪れる学生もいます。前者の
学生へは、『就活』のテクニックを伝授すれば良い訳ですが、後者の学
生の場合は、自分自身と向き合い自分で考えを導き出すことが出来るよ
うな支援が必要です。人生の選択とも言えるその場面の支援に携わる
にあたり、専門的なキャリアカウンセリングやコンサルティングを学ぶ
必要性を痛感しました。

□キャリア支援を実践されているわけですが、
その具体的な内容と今後の展望をお聞かせください。

学生が自らの在り方や人生を考えて職業（進路）を選択するために
は、低学年時からのキャリア教育が大切です。また、本格的に就職活
動をする時期には、履歴書作成や面接等の実践練習が必要となってき

�新 学校法人長崎総合科学大学 新理事長に
立石 曉 氏を選出

学校法人長崎総合科学大学は、昨年１１月１０日開催の理事会にお
いて、学校法人長崎総合科学大学副理事長の立石曉氏を平成２４年
１１月１１日付で理事長に選出。

2012年度の
NiASニュースの
選りすぐりを
ダイジェストで
紹介します！

�認 工学部機械工学科の「機械デザイン工学プログラム」 が、
JABEE（日本技術者教育認定機構）の技術者教育プログラムに認定

JABEE認定制度とは、国際的エンジニアの育成を目的に、JABEE（日本技術者教育認定
機構）が、大学の教育プログラムを、世界水準を満たしているか審査し認定する制度。
九州の私立大学では、本学を含め3大学だけが、「機械および機械関連分野」の

JABEE認定を受けている。

�初 附属高校が全国高校サッカー選手権大会に
初出場！ベスト１６の活躍！！ 【関連記事４・５頁】

附属高校サッカー部が、夏のインターハイと冬の全
国高校サッカー選手権大会に初出場！
冬の選手権ではベスト１６に進出する活躍で、学校

創立５０周年に花を添えた。
今季、長崎県内では新人戦、高校総体、県リーグ、

選手権と公式戦無敗の4冠を達成。

【関連記事３頁】

�進 NHK大学ロボコン　全国ベスト8の活躍！！
本学ロボコンサークル「NiAS夢工房」

チームが「NHK大学ロボコン 2012～
ABUアジア・太平洋ロボコン代表選考
会」に2年連続12回目の出場を果たし
た。大会では予選リーグで2勝し、決勝
トーナメントに進出し全国でベスト８に
進出する大活躍。本学「ＮｉＡＳ夢工房」
は「NHK大学ロボコン」の名門校として、
これまで全国大会で準優勝をはじめ、
数々の輝かしい実績を残している。

JABEE 認定技術者教育プログラム
「機械デザイン工学プログラム」

災害復興支援のため、２ヶ月間被災地でボランティア活動に参加した
鼈甲屋  賢治さん(環境・建築学部人間環境学科4年生、長崎南山高校
卒)を紹介します。

person

鼈甲屋さんは、東日本大震災被災地の一つであ
る、岩手県大槌町に2011年の9月から合計で
4回、日数としては２カ月程度、被災地に実際に
赴き、災害復興支援のためボランティア活動に
参加。その経験から、大学の卒業研究において
も『災害復興におけるボランティアの役割・考え
方』と題して今年2月に研究発表を行い、被災地
支援の課題やボランティアの必要性、ならびに
復興に向けての提言等を発表した。
今回、鼈甲屋さんにボランティア活動を経験

してのレポートの執筆をお願いした。

「ここは津波でほとんどが流されて何もなくな
ってしまった。だから、これから何回でも、何人
でも、たくさんの人に来てもらって、その人たちの
足跡をたくさん残して欲しい。」初めて訪れた被
災地で被災者の方が私に言ってくださったこと
ばです。そのとき、私は、なんとも説明しがたい
複雑な心境を共有する一方、ボランティアとして
訪れた私を歓迎していただいたことに、嬉しい
気持ちになり、元気よく「ハイ！」と返事をして固い
握手を交わした記憶が鮮明に残っています。
被災地でのボランティア活動は、仮設住宅を

周っての傾聴ボランティアや、長崎ちゃんぽんを
振る舞う炊き出し、夏には草刈り、冬には雪か
きなどがありました。現在でも、少なからず震
災した家屋の泥だしなどの活動も行われてい
ますが、基本的には、訪問や傾聴ボランティア
が主になります。
私が、傾聴ボランティアとして、ある仮設住宅

を訪れた際に、被災者のおばあちゃんを、仮設
住宅の集会場から５０ｍほど離れた仮設住宅の
おばあちゃんの家に送って帰った時のことで
す。その日は雨が降っていました。だいぶ腰が
曲がったおばあちゃんで、傘と杖と、集会場で貰
ったお土産などで手がふさがっていたので、私
が傘をさしながら一緒に歩きました。『少し歩
いては、少し立ち止まり、少し喋って、また歩き
出す。』そんな事を、何度か繰り返しながら、無
事に送り届けました。私は、被災地の復興もき

っと、こんな感じなのかなと思いました。少しず
つでも良いから、ときどき休んでも良いから、確
実に前に進む事が大事なのだと思います。
震災から二年近くがたった今でも、被災地に

はさまざまで多種多様な、がれきと課題がまだ
まだ山積しており、まだまだたくさんのボランテ
ィアが継続的かつ長期的に必要とされていま
す。私にもし驚くほどの文才があったとしても、
『百聞は一見に如かず』。実際に行って、見て、触
れて、感じることには勝らないと思います。皆様
にもぜひ一度、行って、確かめて頂きたいです。
もしかすると、言葉に表せない複雑な感情に襲
われるかもしれません。言葉で表現することが
出来なくても、行ったという事実を共有する事
が出来るならば、被災者とも、ボランティアの方
とも、また、被災地にも近づき寄り添えることが
出来るのではないでしょうか。

大学の卒業研究発表会で『災害復興におけるボランテ
ィアの役割・考え方』について発表する鼈甲屋さん。
復興には、ひとりでも多くのボランティアが被災者と手を
取り合い、共に歩んでいくことが必要だと訴えた。被災地で地道にボランティアに励む鼈甲屋さん

鼈甲屋さんがボラン
ティアで活動した岩
手県大槌町の被災跡

REPORT ボランティア体験レポート「被災地支援の現場から」

NiASのキャンパスやキャンパスを飛び出し、
プラスアルファで活躍＆奮闘する学生＆職員
をピックアップ！

□今回留学しようと考えたきっかけを教えてください
今回私は、オーストラリアのシドニーへ２週間短期留学をしました。

きっかけは、他国の習慣や、ネイティブの英語を学びたかったからです。
また、留学を通して自分の新たな発見ができるかもしれないと思いました。

□実際に留学してみての感想はどうでしたか

留学をするにあたって、自分なりに勉
強したつもりでいましたが着いた当初
は、ネイティブのスピードに圧倒され、自
分のspeaking力、listening力の無さに
落ち込んでしまいました。しかし、慣れ
てくると、次第に何を言っているのか

山口　静香さん
情報学部知能情報学科 1年生
長崎県立佐世保南高校卒
留学先：オーストラリアのELS

（Universal English College）

少しずつ理解することができました。私は冬休みの間に行ったので、
オーストラリアのクリスマスや元旦を経験することができました。オース
トラリアのクリスマスは日本でいうお正月みたいなもので、親戚が集
まったりしてとても賑わっていました。
また、留学先のオーストラリアのELS（Universal English College）に通
学しましたが、日本の英語の授業とは違って新鮮ですごく面白かったです。

□今回の経験で得たものや今後の目標などあれば教えてください

留学して一番の収穫は、視野が広がったことです。オーストラリア
に行き色々な人種の人に出会いました。英語のなまりもそれぞれ発
見できたし、さまざまな年齢の人と触れ合うことができて、いい刺激
になりました。この経験を活かして、これからもどんどん旅をしたい
と思いました。そのためにも、世界共通言語である英語の学習を欠か
さずやっていきたいです。

陣野　純子さん
大学事務職員
昨年、CDA(キャリア・デベロップメント・アドバ

イザー)と２級キャリアコンサルティング技能士
の2つのキャリアカウンセラー資格を取得され
た陣野純子さん。大学院事務室の仕事に従事
しながら、その専門的知識とスキルを活かして、
学生の就職・キャリア支援の現場でも活躍して
いる陣野さんにキャリアカウンセラー資格取得
の背景や就職活動のアドバイスなどを伺った。

学生のキャリア支援の現場で活躍する！！
ます。
現在は主に予約制のカウンセ

リングや要望に応じて面接の練
習等を行っています。これからも
今迄以上にキャリアセンターと連
携し学生支援の充実を図ってい
きたいと思います。

□キャリアカウンセラーの視点から現在就職活動中の学生へ
アドバイスをお願いします。

就職先は自分の「興味」、「能力」、「価値観」をもとに選ぶと良いと
され、企業の「厳選採用」傾向が強まる中、それらがマッチしないと
内定を頂くことは難しいと言えます。そこで、少し邪道ですが、企業
研究を「自分中心」に行ってみてください。例えば、会社説明会では
「この会社に携わるとすれば、自分のどの能力が発揮できるか？どん
な価値観が合致しているか？」等を念頭に話を聞きます。そうすれ
ば、自分とその会社との相性や接点が少しずつ見えてくると思いま
す。また、接点が理解出来たら、エントリーシートや履歴書の志望動
機欄も書き易くなります。

□就活で悩んだり、困ったりしている
学生へメッセージをお願いします。

まずはキャリアセンターに気軽に足
を運んで相談してください。身近にい
る教職員にも相談してみると良いと思います。大学院事務室でも相談
可能ですので、お気軽にお越しください。

「海外留学」でグローバルな視点と語学力を磨く！！

「将来は、学科で学んだ知識を活かし広告やパッ
ケージデザイン分野の仕事を手がけてみたい！」
そう語る山口さんが、専門分野を究め、将来の夢
を叶えるためにも、まず考えたのは広い視点か
らの自分磨きの実践！デザインの実力だけでなく、

グローバル感覚が優れているデザイナーの資質を磨こうと努力する
山口さんに、海外留学の感想などを語ってもらった。


